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砥森山の佛塔 その２ 

≪尊応和尚発願の心をひもとく≫ 

宝篋印塔は台座、基壇、塔身、笠、宝珠の五つの石から

なっています。塔身の四面には梵字が彫られています。梵

字とはお釈迦さまの時代のインドの文字でサンスクリット語です。これに和尚が宝篋印

塔を砥森山頂に建立発願した思いがありました。 

正面は「タラーク」という梵字・宝生如来を意味します。南方です。右に「ウン」と

いい阿閦如来（あしゅくにょらい）を意味し東方です。左は「キリーク」といい阿弥陀

如来を意味し西です。裏側は「アク」といい釈迦如来を意味し北方です。和尚が四面に

これを彫った思いは飢饉や冷害、戦乱を避ける「平和祈願」でした。 

その理由は、興禅院の山号は砥峰山(しほうざん)です。砥森山のことです。古来、お

寺は修行の邪魔にならないように都会を離れて山の中に建てられました。そのためお寺

をその山の名前で呼ばれるようになりました。高野山、身延山、比叡山などです。 

『砥嶺神霊翁之夜話』第七巻に、「八幡太郎義家は砥森山の山頂に日本武尊(やまとた

けるのみこと)を勧請」とあります。そこで和尚は勧請された日本武尊のもとに、仏教

の世界観で表すところの仏さまの梵字を彫り刻んだ仏塔を建立し、それによってこの地

域は神仏によって守られるのだと考えたのでしょう。和尚自らがノミをもって石を刻ん

だ理由はここにあります。 

この時、和尚 43歳、これを助けた田瀬の人々は長吉、利之助、伊勢松、松之助、久

蔵、惣七、金蔵、長治、弥助、善六ほか十名余、まとめ役は長六。過去帳を調べれば、

現在の世帯主は分りますが、敢えて調査はしないことにしました。 

昔の田瀬の人々の一大偉業といえます。 

※筆者の調査では、仏塔の塔身の四方に彫られた梵字は、方角が合っていません。これ

は、いつの時代か地震などで崩壊した時に、修復した人が梵字の意味が分からなかった

からでしょう。 
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異聞 
田瀬の歴史 第 1４回 

家庭及び地域における防火対策 

令和４年の花巻市の火災は３３件と令和３年より１件増加しました。また火災の犠

牲者も６名と令和３年より４名増加しました。 

この時季は、暖房器具をはじめとする火気の使用が多くなります。火災はちょっと

した不注意や火の不始末で起きますので、これらの暖房器具は正しく十分注意して取

り扱いましょう。  

また、家の周囲などを整理整頓し、照明で明るくするなど、地域ぐるみで放火され

にくい環境を作りましょう。 

問い合わせ：花巻市消防本部予防課 ０１９８－２２－６１２３ 



 

 

 

 

令和４年度生涯学習事業『第 28 回田瀬ふるさとカルタ取り大会』が令和 5 年

1 月 9 日(月・祝)に開催されました。 

田瀬地区を題材として作成した「田瀬ふるさとカルタ」を使用し、参加者 35

名が 4 グループに分かれて、熱い戦いが繰り広げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優勝‼賞品も大きい！ 

私がさきよっ！ 

男子の部 

優勝 菅原 政二 

準優勝 曽我 吉貴 

三位 小田島功一 

 

女子の部 

優勝 多田 保子 

準優勝 中野 綺水 

三位 曽我 海由 

団体の部 

優勝 チーム２ 

準優勝 チーム３ 

三位 チーム１ 

四位 チーム４ 

チーム１メンバー 

吉田  然 

伊藤 望結 

多田 宏行 

多田 保子 

菊池 祐光 

女鹿志智郎 

チーム２メンバー 

曽我 海由 

中野 綺水 

伊藤 亜希 

菊池 幸喜 

菅原 講作 

小田島功一 

チーム３メンバー 

曽我 空由 

吉田  湊 

伊藤 幸浩 

伊藤 清吾 

菅原 政二 

菅原 勇一 

チーム４メンバー 

多田 千夏 

多田 衣吹 

曽我 吉貴 

太田代信雄 

伊藤 山由 

菅谷 正孝 



 

 

 

 

ふるさとカルタ取り大会に引き続き、第１０回田瀬太鼓発表会が開催されました。 

日頃の太鼓の練習成果を披露するとともに、子供たちや若者たちの頑張りを地区の皆さんにみてい

ただくことが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

田瀬激流太鼓  

清流田瀬子ども太鼓 

さすが、力強い演奏です！ 

練習の成果を発揮しました。 

 

☆ 東和小学校 学習発表会の壁新聞等の展示について 
 

東和小学校は、統合されてから 12 年になります。現在の６年生

も１２歳。１０月１５日に学習発表会が開かれ、６年生は６つの地

域の統合に至るまでのオリジナル劇『まほろばに咲く花』を演じま

した。田瀬の子供たちは劇の中で太鼓の演奏を披露しております。

この劇の BD（ブルーレイディスク）が田瀬振興センターにもあり

ます。ご覧になりたい方は、振興センターまでお問合せください。 

その時に学習したことをまとめた壁新聞を振興センターに展示し

ております。どうぞ、ご覧ください。 

なお、振興センター開館時間は次の通りです。 

（平日：午前８時３０分～午後５時１５分） 

今回はお客様が少なめで

すが、たくさんの拍手を

いただきました。 

子ども太鼓の 

メンバーです。 



田瀬地区の人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                           
 

 

行政区 
世帯数 

人  数 比 較 

（１１月末） 男 女 計 

田瀬第１ ６８ ８１ ９１ １７２ ― 

田瀬第２ ２８ ３２ ３５ ６７ １人減 

田瀬第３ ７２ ７５ ８８ １６３ 1 人減 

計 １６８ １８８ ２１４ ４０２ 2 人減 

※花巻市住民登録人口集計表を基に作成しています。 

 

２月の行事予定 

⚫ 厄祓い（３地区合同） ２月５日(日) 田瀬振興センター 

⚫ 健康体操教室      

           

⚫   

⚫ 各部会  ※部会ごとに部員の皆様にお知らせいたします。 

３月の行事予定 

・健康体操教室 ・  

 

すべてのお問合わせ先 

田瀬地域コミュニティ会議 事務局電話 ４４－５２８１まで 

（令和４年１２月末現在）

zzai ）在） 

※新型コロナウィルス感染状況

などにより、変更になることが

あります。ご了承ください。 

☆ 資源回収について 
12 月 10 日(土)に資源回収が行われました。回収された資源は次の通りです。 

 紙類   4,050㎏   金属類   160㎏ 12 

アルミ類  400㎏   ビン類    94本   ご協力ありがとうございました。 

※お願い：今回、アルミ缶が段ボール箱に入っているものがありましたので、缶の中をすすいでビニー

ル袋等に入れて出してください。箱はつぶして段ボールとして出してください。 

（株）エコ（旧マルサ商会）による、資源回収は今回限りとなります。来年度は持ち込み方式を考えてお

ります。それにより、資源回収の時期や回数、方法（持ち込み）なども変更になります。決まりしだい、

改めてお知らせいたします。資源回収の場所は今まで通りで変更ありません。 

☆安心・安全チェーンソー講習 
森の手入れに興味を持っている方、チェーンソーの安全操作や伐木作業

をしてみたい方等、お気軽にご参加ください。 

学科講習(2 日間) 令和 5 年 2 月 19 日（日）、25 日（土） 

実技講習(1 日間) 3 月 4 日（土） 

時間 9 時～16 時 （集合時間 8 時 45 分） 

参加費 3,000 円（保険料、テキスト代他） 

募集定員 20 人 締め切り 2 月 7 日（火） 

申し込み・お問合せ 田瀬地域コミュニティ会議  

Tel･Fax 0198-44-5281 

※ 詳しくは、チラシ（回覧）をご覧ください。 

 

 

 


